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昔
、
あ
る
漁

村
の
長
老
は
ク

ロ
と
い
う
黒
猫

を
飼
っ
て
い

た
。「
明
日
は
し
け
る
。
だ
か

ら
漁
に
出
る
な
。
こ
の
ク
ロ

の
お
告
げ
だ
か
ら
間
違
い
は

な
い
」。な
る
ほ
ど
長
老
の
膝

元
の
ク
ロ
の
鳴
き
様
が
い
つ

も
と
違
う
。
猫
の
予
告
は
い

つ
も
当
た
り
、
若
い
漁
師
の

信
頼
を
得
て
い
た
。「
地
震

も
予
知
で
き
ま
す
か
」
と
若

い
漁
師
は
聞
い
た
。「
で
き
る

ど
こ
ろ
か
、
地
震
と
も
な
れ

ば
ク
ロ
は
家
屋
を
避
け
て
、

ど
こ
か
に
身
を
隠
す
ん
や
」。

　

し
け
の
予
知
に
は
種
が
あ

る
。
長
老
は
ク
ロ
の
尻
尾
に

傷
を
付
け
て
、
慢
性
化
さ
せ

て
い
た
。
そ
の
た
め
気
圧
が

下
が
る
と
ク
ロ
は
気
分
が
悪

く
な
る
の
だ
。
人
は
地
球
上

の
多
様
な
生
物
種
の
中
で
、

猫
と
同
じ
大
型
哺
乳
類
だ
か

ら
、
猫
ほ
ど
で
な
く
と
も
人

に
も
潜
在
的
な
予
知
能
力
は

あ
る
。

　

去
る
６
月
18
日
の
朝
、
私

が
柱
に
掴
ま
り
な
が
ら
地
震

の
揺
れ
に
耐
え
て
い
た
頃
、

猫
の
よ
う
に
素
早
く
一
日
前

に
大
阪
を
脱
出
し
た
妻
は
ラ

ス
ベ
ガ
ス
に
い
た
。
50
年
以

上
も
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
て

も
、
人
は
他
の
個
体
の
予
知

能
力
な
ん
か
存
在
さ
え
し
ら

な
い
。 

（
Ｓ
）

　署名は、８月の原水爆禁止
世界大会に持参します。ご協
力をお願いいたします。

感
染
対
策
講
習
会
の
様
子
＝
７
日
、

河
内
長
野
ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル 　
　

　

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
６
月
14
日
、
歯
科
診
療
報
酬

に
か
か
る
要
望
を
厚
労
省
に
提
出
し
改
善
を
要
請
し
た
。

要
望
は
、
初
診
料
の
未
届
減
算
の
撤
回
・
中
止
や
、
か
強

診
が
生
み
出
し
て
い
る
一
物
二
価
・
三
価
の
矛
盾
解
消
を

は
じ
め
、
２
０
１
８
年
の
診
療
報
酬
改
定
に
関
す
る
不
合

理
是
正
な
ど
16
項
目
で
、
大
阪
歯
科
、
兵
庫
協
会
連
名
で

追
加
し
た
３
項
目
の
要
望
を
併
せ
て
提
出
し
懇
談
し
た
。

　

９
条
改
憲
に
執
念
を
燃
や
す
安
倍
首
相
。
改
憲
国
民
投
票

が
巨
大
広
告
代
理
店
に
操
作
さ
れ
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
元
博

報
堂
の
本
間
龍
氏
に
そ
の
実
態
を
投
稿
し
て
も
ら
っ
た
。

持
つ
側
の
主
張
し
か
目
に
入

ら
ず
、
国
民
投
票
に
お
い
て

最
も
重
要
な
、
国
民
が
様
々

な
情
報
に
接
し
て
熟
議
す
る

機
会
が
失
わ
れ
る
危
険
性
が

大
き
く
な
る
。
こ
れ
こ
そ

が
、
国
民
投
票
に
お
け
る
最

大
の
問
題
点
で
あ
る
。
そ
し

て
、
現
状
で
圧
倒
的
な
資
金

を
有
し
て
い
る
の
は
、
改
憲

派
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

（
つ
づ
く
）

ほ
ん
ま
・
り
ゅ
う

　

作
家
。
１
９
６
２
年
生
ま

れ
。
博
報
堂
で
18
年
間
、
営

業
担
当
。
06
年
同
社
退
職
。

原
発
安
全
神
話
を
作
っ
た
広

告
を
調
査
、
原
発
推
進
勢
力

と
メ
デ
ィ
ア
の
癒
着
を
追

及
。『
原
発
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
』

（
岩
波
新
書
）、『
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』（
集
英
社

新
書
）
な
ど
、
著
書
多
数
。

戦
略
を
展
開
し
、
あ
ら

ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
の
広
告

枠
を
事
前
に
確
保
で
き

る
。
そ
う
な
る
と
、
ど

こ
を
向
い
て
も
資
金
を

殆
ど
国
民
に
届
か
な
い
、
と

い
う
状
況
が
現
出
す
る
。

　

ま
た
、
資
金
を
持
つ
側
は

国
会
発
議
の
遥
か
以
前
か
ら

メ
デ
ィ
ア
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

告
費
の
上
限
規
制
が
な
い
。

つ
ま
り
、
資
金
を
持
つ
側
は

大
量
の
広
告
を
発
信
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
と
り
わ

け
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
よ
う
な
、

に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
の

が
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
、
と
り

わ
け
テ
レ
ビ
メ
デ
ィ
ア
で
あ

る
。
10
代
・
20
代
で
は
ネ
ッ

ト
の
利
用
が
既
に
テ
レ
ビ
を

反
対
が
そ
れ
ぞ
れ
３
割
ず
つ

程
度
、
意
見
未
決
定
・
わ
か

ら
な
い
が
４
割
で
大
き
な
差

が
な
い
。
だ
か
ら
国
民
投
票

で
勝
敗
を
決
す
る
に
は
、
ま

高
額
で
影
響
力
の

あ
る
広
告
枠
を
独

占
で
き
て
し
ま
う

の
だ
。
逆
に
、
資

金
が
乏
し
い
側
は

最
も
影
響
力
の
あ

る
メ
デ
ィ
ア
の
広

告
枠
を
購
入
で
き

ず
、
そ
の
主
張
は

上
回
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以

降
の
年
代
層
が
一
番
視
聴
し

て
い
る
の
は
、
依
然
と
し
て

テ
レ
ビ
だ
か
ら
だ
。
こ
れ
は

各
種
の
調
査
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
る
。

　

そ
し
て
現
行
の
国
民
投
票

法
に
は
、
投
票
運
動
期
間

（
選
挙
期
間
）
に
お
け
る
広

だ
。

　

憲
法
９
条
に

対
す
る
改
憲
意

識
は
、
多
く
の

調
査
で
賛
成
・

　

２
０
０
７
年
に
成
立
し
た

国
民
投
票
法
に
は
、
最
低
得

票
率
や
投
票
運
動
期
間
な

ど
、
多
く
の
疑
問
点
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
も
重

要
な
指
摘
で
あ
る
が
、
筆
者

が
最
大
の
問
題
点
と
考
え
る

の
は
、
国
民
の
投
票
意
識
に

直
接
働
き
掛
け
る
広
告
宣
伝

費
に
何
の
制
約
も
な
い
こ
と

だ
意
見
を
決
め
て
い
な
い
無

党
派
層
を
ど
ち
ら
が
取
り
込

む
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
広
告
宣
伝
は
、
現
在
ま

だ
改
憲
派
・
護
憲
派
の
ど
ち

ら
に
も
属
し
て
い
な
い
、
無

党
派
層
に
向
か
っ
て
展
開
さ

れ
る
も
の
な
の
だ
。

　

そ
の
浮
動
票
の
奪
い
合
い

協
会
各
地
区

表　協会・保団連の要求で改善した主な項目
【医学管理料】

○ 歯科衛生実地指導料の対象患者が、「歯科疾患」に拡大
○ 機械的歯面清掃処置の対象疾患が、「歯科疾患」に拡大
○ 特疾管で管理中の患者にも、Ｆ局、歯清、SPTが算定可
○ 歯科治療時医療管理料（旧医管）の対象疾患の拡大 など

【処置・検査・投薬・麻酔】

○鉤歯調整の咬調で「同一初診１回限り」を緩和
○ 有床義歯咀嚼能力検査の項目の見直しと咀嚼能力検査、咬合
圧検査の新設
○ 色調での技工指示書への写真添付が電子媒体でも可に
○麻酔などの40円ルールの廃止 など

【歯冠修復・欠損補綴】

○ CAD/CAM冠の適応拡大
○ レジン前装金属ポンティックの対象が小臼歯および大臼歯に
適応拡大
○ レジン材料での充填とインレーがコンビネーションインレー
として算定可に
○ 有床義歯内面適合法でも歯科技工加算が算定可 など

【在宅医療】

○ 訪問歯科衛生指導料の算定期限が、「状態が安定していると
判断される場合」は２月以内に延長
○ 歯科訪問診療補助加算が全ての歯科医療機関で算定可
○ 歯在管を算定せず、居宅療養管理指導中でもSPT可に など

感
染
対
策
講
習
会
始
ま
る

上
限
規
制
な
き
広
告
宣
伝

低
下
症
が
合
併
し
て
い
る
場

合
の
評
価
の
あ
り
方
③
周
Ⅲ

で
の
長
期
管
理
中
の
Ｓ
Ｐ
Ｔ

や
終
末
期
の
評
価
④
基
本
診

療
料
へ
の
妊
婦
加
算
が
歯
科

だ
け
認
め
ら
れ
て
い
な
い
問

題
⑤
歯
科
治
療
時
医
療
管
理

料
の
趣
旨
に
照
ら
し
対
象
疾

患
と
す
べ
き
も
の
（
例
え
ば

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
な
ど
）
の
追
加
・

整
理
⑥
単
一
建
物
の
取
り
扱

い
で
急
性
期
病
棟
か
ら
の
転

院
・
転
床
時
の
取
り
扱
い
⑦

歯
科
を
標
榜
す
る
病
院
に
補

綴
物
の
装
着
前
に
患
者
が
入

院
し
た
場
合
の
訪
問
診
療
―

―
な
ど
を
挙
げ
た
。

今
後
も
継
続
的
に

　

大
阪
北
部
地
震
へ
の
お
見

舞
い
と
し
て
６
月
27
日
、
熊

本
県
保
険
医
協
会
か
ら
協
会

に
手
紙
と
義
援
金
が
届
い

た
。
協
会
は
、
２
０
１
６
年

４
月
の
熊
本
地
震
の
際
、
直

ち
に
事
務
局
を
派
遣
や
義
援

金
送
付
な
ど
、
被
災
地
支
援

に
努
め
た
。

　

現
在
、
協
会
は
、
大
阪
北

部
地
震
で
被
災
さ
れ
た
会
員

の
状
況
把
握
に
全
力
を
挙
げ

て
い
る
。

７
月
22
日
（
日
）
午
前
に
保

険
医
会
館
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

で
、
７
月
29
日
（
日
）
の
午

前
に
江
坂
会
場
で
、
そ
れ
ぞ

れ
同
講
習
会
を
開
く
。
各
会

場
と
も
講
習
会
終
了
後
に
同

施
設
基
準
の
届
出
必
要
な
修

了
証
を
発
行
す
る
。
遅
刻
・

早
退
の
場
合
は
修
了
証
が
発

行
で
き
な
く
な
る
。

　

同
施
設
基
準
は
、
９
月
中

に
近
畿
厚
生
局
ま
で
届
出
が

必
要
で
あ
り
、
未
届
の
場
合

は
初
再
診
料
が
減
点
さ
れ

る
。
受
講
さ
れ
た
場
合
は
、

届
出
を
お
忘
れ
な
く
。

　

懇
談
の
冒
頭
で
、
こ
の
間

の
要
請
に
よ
っ
て
改
善
さ
れ

た
事
項
（
表
）
に
つ
い
て
謝

意
を
述
べ
た
後
、
さ
ら
な
る

改
善
を
求
め
た
。
厚
労
省

は
、
一
部
は
訂
正
通
知
や
疑

義
解
釈
で
是
正
し
た
い
と

し
、
▽
歯
科
初
診
料
の
注
１

の
届
出
に
つ
い
て
、
休
日
・

夜
間
診
療
所
な
ど
公
的
な
診

療
所
ま
た
は
病
院
歯
科
へ
の

配
慮
▽
施
設
基
準
に
あ
る
常

勤
歯
科
衛
生
士
の
非
常
勤
常

勤
換
算
の
取
り
扱
い
（
４
面

に
訂
正
記
事
）
▽
初
回
の
歯

周
病
検
査
前
に
歯
周
疾
患
画

像
活
用
指
導
料
（
Ｐ
画
像
）

を
算
定
可
と
す
る
場
合
の
例

示
―
―
な
ど
を
項
目
と
し
て

挙
げ
た
。

　

ま
た
、
今
後
、
整

理
・
検
討
が
必
要
と

の
認
識
を
厚
労
省
が

示
し
た
主
な
項
目
と

し
て
、
①
か
強
診
の

評
価
か
ら
小
児
歯
科

が
実
質
的
に
締
め
だ

さ
れ
て
い
る
問
題
②

歯
科
特
定
疾
患
療
養

管
理
料
と
口
腔
機
能

　

協
会
が
主
催
す
る
「
歯
科

初
診
料
の
注
１
の
施
設
基
準

の
届
出
」
に
か
か
る
講
習

会
、「
院
内
感
染
防
止
対
策

講
習
会
」
が
７
日
の
河
内
長

野
会
場
（
河
内
長
野
ノ
バ
テ

ィ
ホ
ー
ル
）
を
皮
切
り
に
始

ま
っ
た
。

課
は
小
嶺
祐
子
保
険
局
医
療

課
長
補
佐
、
新
宅
正
成
主
査

が
応
対
し
た
。懇
談
は
、厚
生

労
働
委
員
の
倉
林
明
子
参
院

議
員（
共
産
）が
仲
介
し
た
。

　大阪北部地震・西日本豪雨
で被災された皆様に心よりお
見舞い申し上げます。
　協会では、地震および集中
豪雨による会員の被災状況を
つかむために全力を尽くして
います。被災状況により、お
見舞金が支給される場合があ
ります。被災された場合は、
協会まで、ご一報ください。

　

懇
談
に
は
、
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
は
役
員
・
事
務
局
４

人
が
参
加
、
大
阪
歯
科
協
会

か
ら
は
吉
田
裕
志
副
理
事
長

が
参
加
し
た
。
保
険
局
医
療

　

河
内
長
野
会
場
で
は
、

竹
内
憲
民
氏
（
松
原
徳
洲

会
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部

長
）
が
講
師
を
務
め
、
45

人
が
参
加
し
た
。
竹
内
氏

は
日
本
歯
科
医
学
会
の

「
院
内
感
染
対
策
実
践
マ

ニ
ュ
ア
ル
改
訂
版
」
を
テ

キ
ス
ト
に
、
そ
の
重
要
性

を
話
し
た
。

　

協
会
で
は
、
今
後
、
７

月
21
日
（
土
）
午
後
に
大

阪
市
会
場
と
堺
会
場
で
、

熊
本
協
会
か
ら

義
援
金
届
く

の被災状況について

　　
    

厚
労
省
に
診
療
報
酬
不
合
理
是
正
求
め

厚
労
省
に
診
療
報
酬
不
合
理
是
正
求
め

大
阪
北
部
地
震

大阪北部地震
西日本豪雨

協
会
・
保
団
連
要
請
で
改
善

保団連近ブロ保団連近ブロ

要望書を渡す吉田裕志副理事長
（左から２人目）ら＝６月14日、
参議院議員会館

本
間 

龍
（
作
家
）

巨
大
広
告
代
理
店
に
操
作
さ
れ
る

改
憲
国
民
投
票

改
憲
国
民
投
票
①

広告のターゲットは「わからない」
「無回答」の層である　　　　　　

毎日新聞2018年５月３日掲載

無党派層（40％）

自民支持層（29％）

無回答わからない反対賛成
回答者全体
自民党の憲法９条改正案への賛否

121236362923

1616
99272749

131329293127％

ヒバクシャ国際
署名にご協力を

今号に同封


